
自然公園等工事監理業務特記仕様書（建築編） 

 

Ⅰ 業務概要 

１．業務名称 ： 令和５年度（繰越）やんばる世界遺産センター化改修工事（建築等）監理業務 

 

２．対象施設の概要 

この自然公園等工事監理業務（以下「本業務」という。）の対象となる施設（以下「対象施設」

という。）の概要は、以下のとおりとする。 

(1) 対象施設名称 ：やんばる野生生物保護センター 

(2) 敷地 の場 所 ：沖縄県国頭郡国頭村比地 263-1 

(3) 施 設 用 途 ：博物展示施設 

              （平成 31 年国土交通省告示第 98号 別添二 第十二号 第 2 類とする。） 

(4) 延 床 面 積 ：展示棟 621.36 ㎡（うち増築面積 15.48 ㎡） 

作業棟  43.74 ㎡  

倉庫 02  34.02 ㎡  

研究棟 264.20 ㎡ 

３．特記仕様書の適用 

本特記仕様書（以下「特記仕様書」という。）に記載された特記事項については「・」印に「○」

印が付いたものを適用し「・」印に「○」印の付かない場合は「※」印の付いたものを適用する。

また、「・」印と「※」印の両方に「○」印の付いた場合は、共に適用する。 

 

４．対象工事の概要 

本業務の対象となる工事（以下「対象工事」という。）の概要は以下のとおりとする。 

対象工事の名称 ：令和５年度（繰越）やんばる世界遺産センター化改修工事（建築）  

対象工事の工期 ：契約締結日の翌日 ～ 令和７年３月 31 日（予定） 

建物名 構造 建築面積 延べ床面積 整備内容 

やんばる世界遺産 

センター 

（旧：やんばる野生 

生物保護センター） 

 展示棟 

 作業棟 

 倉庫 02 

 研究棟 

 

 

 

 

RC-1 

RC+W-1 

W-1 

RC-2 

 

 

 

 

775.16 ㎡ 

43.74 ㎡ 

34.02 ㎡ 

170.01 ㎡ 

 

 

 

 

621.36 ㎡ 

43.74 ㎡ 

34.02 ㎡ 

264.20 ㎡ 

 

 

 

 

建築工事（改修･増築） 

建築工事（新築） 

建築工事（新築） 

建築工事（改修） 

  

５．履行期間 ： 監理対象工事の契約締結の翌日から令和７年３月 31日 

 

Ⅱ 業務仕様 

特記仕様書に記載されていない事項は、「建築工事監理業務委託共通仕様書（令和６年３月改定

版）」（国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）（以下「共通仕様書」という。）による。 
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 １．管理技術者等の資格要件 

業務の実施にあたっては、次の資格要件を有する管理技術者、担当技術者及び建築設備資格者

（以下「管理技術者等」という。）を適切に配置した体制とする。 

(1)  管理技術者 

管理技術者は、次の要件を満たし、かつ、設計図書の設計内容を的確に把握する能力、工

事監理等についての高度な技術能力及び経験を有する者とする。 

なお、受注者が個人の場合にあってはその者、会社その他の法人である場合にあっては当

該法人に所属する者を配置しなければならない。また、管理技術者は、調査職員の承諾を得

て、同一部門の担当技術者を兼務することができる。 

○・ 建築士法（昭和 25 年法律第 202 号。以下同じ。）に規定する一級建築士 

・ 建築士法に規定する一級建築士又は二級建築士 

・ 建築士法に規定する建築設備に関する知識及び技能につき国土交通大臣が定める資格を 

有する者 

○※  公共建築工事標準仕様書（ ○・建築工事編 ・電気設備工事編 ・機械設備工事編 ）（国

土交通省大臣官房官庁営繕部制定。以下同じ。）又はそれに準ずる仕様書を適用した工事の

工事監理を実施した経験を有すること 

○※  上記のほか、実務経験等に関して次のいずれかの条件を満たす者 

○※  ８年以上の実務経験相当の能力を有すること 

・ ５年以上の実務経験相当の能力を有すること 

   (2)  担当技術者 

担当技術者については、次の要件を満たし、かつ、設計図書の設計内容を的確に判断すると

ともに、工事監理等についての技術能力及び経験を有する者とする。 

○・ 当該担当の各部門に応じた公共建築工事標準仕様書又はそれに準ずる仕様書を適用した

工事の工事監理を実施した経験を有すること、若しくは、調査職員がそれと同等の能力が

あると認めた者であること。 

○※  実務経験等に関して次のいずれかの条件を満たす者 

・ ８年以上の実務経験相当の能力を有すること 

○・ ５年以上の実務経験相当の能力を有すること 

○・ 担当技術者については、次の部門に限り兼務して良いこととする。 

○・ 建築（意匠）と建築（構造） 

○・ 電気設備と機械設備 

 

２．工事監理業務の内容 

 (1) 一般業務 

一般業務は、共通仕様書「第２章 工事監理業務の内容」に規定する項目のほか、次による。

各項に定める確認及び検討の詳細な方法については、共通仕様書の定めによるほか、調査職員

の指示によるものとする。また、業務内容に疑義が生じた場合には、速やかに調査職員と協議

するものとする。 

a. 工事監理に関する業務 

1)  工事監理方針の説明等  
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① 工事監理方針の説明 

②  工事監理方法変更の場合の協議 

2)  設計図書の内容の把握等の業務 

①  設計図書の内容の把握 

        ○・ 設計者への確認 

       ○・ 工事施工者への通知 

②  質疑書の検討  

        ○・ 設計者への確認 

       ○・ 工事施工者への通知 

3)   施工図等を設計図書に照らして検討及び報告する業務 

①  施工図等の検討及び報告 

検討に当たっては、設計図書との整合性の確認、納まりの確認（既存施設との取合

いを含む）、建築工事と設備工事との整合の確認等について、十分留意するとともに、

施工性の向上、工期の短縮、意匠性の向上に寄与する工法等について、可能な限り検

討し発注者に対して提案を行うこと。 

※ 施工図の検討をより効率的に行うために、施工図の作成の基礎となる総合図を作

成した場合についても検討を行うこととする。 

②  工事材料、設備機器等の検討及び報告 

検討に当たっては、施工性の向上、工期の短縮、意匠性の向上に寄与する工事材料

等について、可能な限り検討し発注者に提案を行うこと。 

4)   工事と設計図書との照合及び確認 

設計図書に定めのある方法による確認のほか、目視による確認、抽出による確認、工

事の受注者等から提出される品質管理記録の確認のいずれかの方法で行うこととする。 

※ 共通仕様書２章２.１.(4)に定める「確認対象工事に応じた合理的方法」については

「工事監理ガイドライン」（平成 21年９月１日国土交通省住宅局策定）による。 

 建築工事の現場監理については以下の延べ回数以上行うこと。（１回あたり１名で１人

工を基準とする） 

 ２回/月×８ヶ月（工期）+３回（自主中間検査）+３回（完了検査）＝22回 

 ※自主中間検査：木造材料、建て方、屋根ふき 

 ※完了検査：法定完了検査（計画通知、消防）、自主完了検査、工事完了検査の立

会い 

5)   工事と設計図書との照合及び確認の結果報告等 

      ○・ 工事施工者との協議 

6)   工事監理報告書等の提出 

 

b. 工事監理に関するその他の業務 

1)  工程表の検討及び報告（対象工事各棟の全体工程検討を含む） 

2)  設計図書に定めのある施工計画の検討及び報告 

3)  工事と工事請負契約との照合、確認、報告等 

①  工事と工事請負契約との照合、確認、報告 
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      ○・ 工事施工者に対する是正の指示 

②   工事請負契約に定められた指示、検査等 

      ○・ 工事請負契約に定められた指示 

      ○・ 工事請負契約に定められた承認 

      ③   工事が設計図書の内容に適合しない疑いがある場合の破壊検査 

    4)  工事請負契約の目的物の引渡しの立会い 

5)  関係機関の検査の立会い等 

       ○・  建築基準法等に基づく検査書類の作成等 

 

(2) 追加業務 

追加業務は、次に掲げる業務とする。各項に定めた確認及び検討の詳細な方法については、

調査職員の指示によるものとする。また、業務内容に疑義が生じた場合には、速やかに調査職

員と協議するものとする。 

・ 関連工事の調整に関する業務 

工事が複数の受注者等に分割されて行われ、それらの工事が他の工事と密接に関連する

場合、必要に応じて工事の受注者等の協力を受けて調整を行うべき事項を検討し、その結

果を調査職員に報告する。 

○・ 施工計画等の特別の検討・助言に関する業務 

現場、製作工場などにおける特殊な作業方法及び工事用機械器具について、その妥当性

を技術的に検討し、工事の受注者等に対して助言すべき事項を調査職員に報告する。 

○・ 完成図の確認 

a. 設計図書の定めにより工事の受注者等が提出する完成図について、その内容が適切であ

るか否かを確認し、結果を調査職員に報告する。 

b. 前項の確認の結果、適切でないと認められる場合には、工事の受注者等に対して修正を

求めるべき事項を検討し、その結果を調査職員に報告する。 

○・ 設計変更の関係図書の作成 

対象工事において設計変更が生じる場合、調査職員、及び工事施工者と協議のうえ、図

面、積算関連図書等を作成し、調査職員に提出する。 

(3) 工事監理者 

○・ １.に規定する管理技術者等の中から調査職員が認める者を建築基準法第５条の６第４

項に基づく工事監理者とする。 

 

３．業務の実施 

(1) 適用基準等 

本業務は以下に掲げる技術基準等（最新版）を適用する。受注者は業務の対象である施設の設

計内容及び業務の実施内容が技術基準等に適合するよう業務を実施しなければならない。 

各技術基準の末尾に［ 発行元 ］の記載がない場合は、国土交通省が制定又は監修しているの

で、国土交通省ホームページを参照すること（◎は、官庁営繕関係統一基準）。 

なお、末尾に［環境省自然環境局］と記載のあるものは、環境省ホームページ

（https://www.env.go.jp/nature/park/tech_standards/04.html）を参照すること。 
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ａ．共通 

・官庁施設の基本的性能基準 

・官庁施設の総合耐震・対津波計画基準◎ 

・官庁施設の総合耐震診断・改修基準 

・木造計画・設計基準 

・木造計画・設計基準の資料 

・官庁施設の環境保全性基準◎ 

・官庁施設のユニバーサルデザインに関する基準 

・建築物解体工事共通仕様書 

・官庁施設の防犯に関する基準 

・官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン【営繕工事編】【営繕業務編】 

・自然公園等整備に係る工事監督・検査実施要領［環境省自然環境局］ 

※ 対象工事の設計図書（ｂ及びｃに示されたものを除く。）    ○・  貸与 

ｂ．建築 

・建築工事設計図書作成基準 

・敷地調査共通仕様書 

・公共建築工事標準仕様書（建築工事編）◎ 

・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）◎ 

・公共木造建築工事標準仕様書◎ 

・建築設計基準 

・建築設計基準の資料 

・建築構造設計基準 

・建築構造設計基準の資料 

・建築工事標準詳細図 

・構内舗装・排水設計基準 

・構内舗装・排水設計基準の資料 

ｃ．設備 

・建築設備計画基準 

・建築設備設計基準 

・建築設備工事設計図書作成基準 

・公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）◎ 

・公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）◎ 

・公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）◎ 

・公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）◎ 

・公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）◎ 

・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）◎ 

・雨水利用・排水再利用設備計画基準 

・建築設備耐震設計・施工指針  ［一般財団法人日本建築センター］ 

・建築設備設計計算書作成の手引 ［一般財団法人公共建築協会］ 
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 (2) 打合せ及び記録（共通仕様書第３章 14） 

a. 調査職員と受注者との打合せについては、次の時期に行う。 

1) 業務着手時 

2) 業務計画書に定める時期 

3) 調査職員又は管理技術者が必要と認めたとき 

b. 受注者は工事監理業務が適切に行われるよう、工事の受注者等と定期的かつ密接に連絡をと

り、施工状況について把握しなければならない。 

(3) 業務計画書（契約書第３条、共通仕様書第３章４） 

契約締結後 14日以内に業務計画書を作成し、発注者に提出する。 

業務計画書に対する記載事項については、次のとおりとする。 

a. 業務一般事項 

1) 業務の目的 

2)  業務計画書の適用範囲 

3)  業務計画書の適用基準類 

4)  業務計画書に内容変更が生じた場合の処置方法 

業務の目的、本計画書の適用範囲及び本計画書の内容変更の必要が生じた場合の処置方

法を明確にした上で、その内容を記載する。 

b. 業務工程表 

対象工事の実施工程と整合を図るため、工事の受注者等から提出される工事の実施工程表

の内容を十分検討の上、作成する。 

なお、検討に用いた実施工程表についても参考として添付する。 

c. 業務体制 

1)  受注者側の管理体制 

必要事項を記載する。 

2)  業務運営計画 

受注者が現場定例会議に参加する場合は、現場定例会議の開催に係る事項（出席者、開催 

時期、議題、役割分担、その他必要事項）を記載する。現場定例会議に参加しない場合は、 

受注者が工事の受注者等と施工状況の確認のため、適切に連絡をとる方法について記載する。 

3)  管理技術者等の経歴 

必要事項を記載する。 

4)  業務フロー 

調査職員により指示された内容の業務フローとする。当該部分の内容を把握の上、添付す 

る。 

d. 業務方針 

仕様書に定められた本業務内容に対する業務の実施方針について記載する。受注者として 

特に重点を置いて実施する業務等についても記載する。 

(4) 提出書類 

  本業務の実施に当たっては、別紙に示す「自然公園等設計業務様式集」のうち、必要な書類を

各１部、遅滞なく提出すること。 

(5) 処理基準 
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本業務の処理については、「自然公園等整備に係る工事監督・検査実施要領」によるものとす 

る。 

(6) 貸与品等 

   ・令和４年度（繰越）やんばる野生生物保護センター改修実施設計業務 成果品 １式 

      ・平成９年度 やんばる野生生物保護センター建設工事 竣工図 

貸与場所（ 沖縄奄美自然環境事務所 ）  貸与時期（ 契約日以降  ） 

返却場所（ 沖縄奄美自然環境事務所 ）  返却時期（ 業務完了まで ） 

(7) 履行報告書（契約書第 11条） 

  受注者は、毎月５日までに前月に係る次の資料を整理し、調査職員に提出しなければならない。 

  ○・ 業務履行報告書 

  ・ 業務実施報告書 

  ・ 出勤簿 

  ○・ 工事監理記録表 

  ○・ 打合せ記録簿 

(8) 関係機関への手続等（共通仕様書第３章 13）  

関係機関への手続等については、建築基準法等の法令に基づき関係機関等の検査（建築主事等

関係官署の検査）に必要な書類の原案を作成し調査職員に提出し、検査に立会う。 

 (9) 検査（契約書第 26条、共通仕様書第３章 19） 

  a. 受注者は、工事監理業務が完了したときは、その旨を発注者に通知しなければならない。 

  b. 受注者は、前項の業務完了の通知を行うまでに、以下の書類で構成する業務報告書及びそ

の他書類等を調査職員に提出すること。  

     1) 業務報告書 

    ○・業務履行報告書 

    ・業務実施報告書 

    ・出勤簿 

    ○・工事監理記録表 

   ○・打合せ記録簿 

2) その他書類等 

 ・建築士法第 20条第３項に基づく工事監理報告書 

(10) 部分払（契約書第 28 条） 

 a. 受注者は、契約書の規定に基づき部分払を請求するときは、業務履行部分確認請求書を提出

すること。 

 b. 受注者は、前項の業務履行部分確認請求書を提出するまでに、当該請求に係る出来形部分に

おける次の資料を整理し、調査職員の提出すること。 

  ○・業務履行報告書 

  ・業務実施報告書 

  ・出勤簿 

  ○・工事監理記録表 

  ○・打合せ記録簿 

(11) 保険等（契約書第 46 条） 
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  受注者は、本業務を行うに際し、次の保険を付さなければならない。 

  ○・労働者災害補償保険 

(12) 業務実績情報の登録について（共通仕様書第３章３(3)） 

   請負金額 100 万円を超える業務については、業務完了後 10日（ただし、土、日曜及び祝日等

は除く。）以内に、公共建築設計者情報システム（PUBDIS）に「業務カルテ」を登録する。 


